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上から　「機動戦士ガンダム」©創通・サンライズ／サン・ミン《競争》2003年（部分）／重要文化財《紺糸威肩白赤胴丸 兜・大袖付》（松浦史料博物館蔵）

FUKUOKA ART MUSEUM  ‘The World of Tomino Yoshiyuki
A Retrospective of Legendary Anime Director-Gundam, ideon, and Now’
June 22 (sat) – September 1 (sun), 2019
9:30–17:30 (last admission at 17:00)  *Fri. and Sat. from Jul. to Aug. 9:30-20:00 (last admission at 19:30)
Closed: Mondays (except on July 15 and August 12 and closed on July 16 and August 13)

FUKUOKA ASIAN ART MUSEUM  ‘Muscle Game –Bodies in Asian Art’
June 27 (thu) – September 24 (tue), 2019
In June 10:00–20:00 (last admission at 19:30) From July 9:30–18:00 (last admission at 17:30)
 *Fri. and Sat. 9:30-20:00 (last admission at 19:30) / Closed: Wednesdays (except on July 24 and 31, August 7 and 14)

FUKUOKA CITY MUSEUM  ‘The Exhibition of SAMURAI’
September 7 (sat) – November 4 (mon), 2019
9:30–17:30 (last admission at 17:00) / Closed: Mondays (If Monday falls on a national holiday, the next day)

肉体と肉体が激しくぶつかり、熱い闘いが繰り広げられるラグビー。
世界の強豪国が集まる福岡でのラグビー大会をミュージアム3館がスクラムを
組んで応援します！  肉体にまとう、強靭な筋肉から、侍の武具甲冑、そしてモビルスーツまで。
迫力ある作品をぜひ間近で「観戦」してください！
Rugby—where bodies violently collide in exciting and heated battles. Fukuoka’s three 
museums have come together in a scrum to support the world’s leading rugby 
countries gathering for the competition in Fukuoka! Come and spectate the battle 
through these powerful artworks that display what can be clad on the body, from 
tough muscles to samurai armor and weapons, and even mobile suits!

福岡市美術館　［特別展］富野由悠季の世界－ガンダム、イデオン、そして今
2019年6月22日（土）－ 9月1日（日）
9:30～17:30　※7・8月の金・土曜日は20:00まで開館（入館は閉館の30分前まで）
月曜休館（ただし7/15・8/12は開館、翌日休館）

福岡アジア美術館　対決！ アジアの肉体派
2019年6月27日（木）－ 9月24日（火）
6月は10:00～20:00、7月から9:30～18:00（入場は閉室の30分前まで）
※金・土曜日は20:00まで開館（入場は19:30まで）／水曜休館（ただし7/24・7/31・8/7・8/14は開館）

福岡市博物館　［特別展］侍 ～もののふの美の系譜～
2019年9月7日（土）－11月4日（月・振休）
9:30～17:30（入場は17:00まで）／月曜休館（月曜が祝休日の場合はその翌平日）

Wear The Fight!
Fukuoka Rugby Support Project
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［特別展］富野由悠季の世界
　　　　－ガンダム、イデオン、そして今
2019年6月22日（土）－9月1日（日）
観覧料＝一般1,400円（1,200円）、高大生700円（500円）、
 小中生500円（300円）＊

［特別展］ 侍 ～もののふの美の系譜～
2019年9月7日（土）－11月4日（月・振休）
観覧料＝一般1,500円（1,300円）、高大生900円（700円）、
 中学生以下無料＊

対決！ アジアの肉体派
2019年6月27日（木）－9月24日（火）
観覧料＝一般200円（150円）、高大生150円（100円）、中学生以下無料＊

Wear The Fight!Fukuoka Rugby Support Project

『機動戦士ガンダム』（1979年）、『ガンダム Gのレコンギスタ』
（2014年）などの「ガンダム」シリーズの他、『伝説巨神イデオン』
（1980年）、『聖戦士ダンバイン』（1983年）といった数多くのオリ
ジナルアニメーションの総監督を務め、国内外のアニメシーンに
多大な影響を与えてきた富野由悠季のこれまでの仕事を回顧、検
証する初の展覧会を開催。
Tomino Yoshiyuki (1941-) is a legendary Japanese anime director. His 
anime has had a great  influence on the Japanese anime scene. The most 
famous work is “Mobile Suit Gundam” (1979) that has been followed by 
some sequel. “Space Runaway Ideon” and “Aura Battler Dunbine”(1983) 
are also known as his representative works among many anime fans. 
This is the first solo show at the museum to retrospect Tomino’s 
tremendous amount of anime direction by exhibiting storyboards, design 
works with other creators,and anime cels, many drawings and scripts 
used in the process of making anime. We try to focus on what his 
messages and the influence of his anime are in this retrospective.

生死を賭けた戦場で侍（武士）が身にま
とった甲冑と刀剣。本展覧会では、全国各
地の刀剣・甲冑の至宝約150点を一堂に展
覧。11世紀から17世紀初頭にいたる約
600年間にわたる実戦のなかで進化を続け
た刀剣・甲冑、その様式美の歴史的な移り
変わりを紹介。
Japanese swords and armor often embody 
the spirit of Japanese artistry.
This exhibition boasts 150 treasured swords 
and sets of armor from the 11th to 17th 
Centuries,and details how they evolved 
during this turbulent time.

福岡ラグビー応援企画として開催するコレクション展。タワン・ダッチャニー （タイ）
の描く筋骨たくましい超肉体派から、南アジアで人気の豊満ボディま で、当館を代表
するさまざまな肉体派が激突。
To celebrate the Rugby World Cup 2019, Fukuoka Asian Art Museum organizes a special 
collection exhibition. From the super masculine body in the work of Thawan Duchanee 
(Thailand) to the sophisticated sharp body or a body with ample curves-representative 
bodies will gather in the exhibtion.

1 福岡市美術館
〒810-0051福岡市中央区大濠公園1–6
TEL 092-714-6051  FAX 092-714-6145
http:// fukuoka-art-museum.jp/

◆車…福岡空港から30分、博多駅から20
分、天神から10分
※無料駐車場20台駐車可。隣地に有料大
型駐車場有り
◆地下鉄空港線…大濠公園駅下車、3・6
番出口より徒歩10分
◆地下鉄七隈線…六本松駅下車、2番出
口より徒歩10分
◆バス…福岡市美術館東口下車、徒歩3
分、赤坂三丁目下車、徒歩5分

3 福岡市博物館
〒814-0001福岡市早良区百道浜3丁目1–1
TEL 092-845-5011  FAX 092-845-5019
http://museum.city.fukuoka.jp/

◆車…都市高速百道ランプより3分　
※無料駐車場250台駐車可
◆地下鉄空港線…西新駅下車、1番出口
より徒歩15分
◆バス…博物館北口、福岡タワー、博物館
南口下車、徒歩5分

2 福岡アジア美術館
〒812-0027福岡市博多区下川端町3-1 
リバレインセンタービル7F・8F
TEL 092-263-1100  FAX 092-263-1105
http://faam.city.fukuoka.lg.jp/

◆車…太宰府方面～都市高速千代ランプ
より7分
北九州方面～都市高速呉服町ランプより5分
※昭和通りより、博多リバレイン地下の駐車
場（有料）をご利用ください
◆地下鉄空港線…中洲川端駅下車、6番
出口より徒歩すぐ
◆バス…川端町・博多座前バス停下車、徒
歩すぐ

□主催＝福岡市美術館、西日本新聞社、九州朝日放送　□助成＝（公
財）福岡文化財団　□企画協力＝神戸新聞社　□協力＝サンライズ、
東北新社、手塚プロダクション、日本アニメーション、オフィスアイ　□後
援＝福岡県、福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、（公財）福岡市文
化芸術振興財団、西日本鉄道、九州旅客鉄道

□主催＝福岡市博物館、読売新聞社、FBS福岡放送、チケットぴあ
九州、LOVE FM　□特別協賛：ソニービジネスソリューション　□協
賛＝積水ハウス、（株）サヌイ織物　□助成＝（公財）福岡文化財団
□後援＝福岡県、福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、（公財）
福岡市文化芸術振興財団、日本航空、九州旅客鉄道、西日本鉄道、
（一社）日本旅行業協会、（一社）九州観光推進機構、（一社）日本自
動車連盟福岡支部、（一社）福岡市タクシー協会、（公社）福岡県剣
道連盟、九州学生剣道連盟　□協力＝ニトロプラス

□主催＝福岡アジア美術館

タワン・ダッチャニー（タイ）《崇拝》1964年

左《紺糸威胴丸　兜・大袖・杏葉付》（林原美術館蔵）
右《銀箔押一ノ谷形兜・黒糸威胴丸具足》（福岡市博物館蔵）

福岡ラグビー応援企画

［観覧料について］ ＊（　）内は前売り（市美術館，市博物館のみ）および20名以上の団体，満65歳以上（年齢を証明できるものを提示），外国の方（市博物館のみ。パスポート，在留カードなど国籍を証明できるものを
提示）の割引料金。 ＊身体障害者手帳，精神障害者保健福祉手帳，療育手帳の提示者とその介護者1名および特定疾患医療受給者証，特定医療費（指定難病）受給者証，先天性血液凝固因子障害等医療受給
者証，小児慢性特定疾病医療受給者証の提示者は観覧無料。アジア美術館では北九州市発行の年長者施設利用証・熊本市民及び鹿児島市民で住所と65歳以上を確認できる証明書の提示者本人は観覧無料。  

©手塚プロダクション・東北新社　©東北新社　©サンライズ　©創通・サンライズ　©サンラ
イズ・バンダイビジュアル・バンダイチャンネル　©SUNRISE・BV・WOWOW　©オフィス アイ

問い合わせ：福岡市経済観光文化局文化振興課　TEL 092-711-4969

期間中はラグビーPR
コーナーを設置！


